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泉大津で起こった
さまざまなできごとやイベントを、
写真とともにお届けします。
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あしゆびプロジェクト通信
市民会館等跡地利用に向けた市民セミナーを開催
泉大津市職員を募集します
追加募集！幼児 2人同乗用自転車購入費助成
9月 5日　大阪 880万人訓練を実施します
土木課からのお知らせです 
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暑い日が続く中、子どもたちはここ市民プールで大はしゃ
ぎ。「涼しいよ～」「楽しいよ～」。浅い方のプールでは親
子で楽しんでいる姿も見られます。きれいな水で監視員もい
るけど、しっかりルールを守って遊んでね。

安全安心の市民プールで水遊び
だあ！元気に遊ぶぞ夏

楠小学校横の畑で、トウモロコシ収穫体験をしました。た
くさんの人の協力により、楽しい思い出ができました。自分
でとったトウモロコシを家へお土産として持って帰り、蒸し
てくれたトウモロコシをその日のおやつとして食べました。

あま～いトウモロコシ大収穫
仲よし学級で収穫したよ！楠

快晴に恵まれ、多くの参加者で賑わいました。弥生時代の
稲作や田植えの説明を受け、いざ、田んぼへ。田んぼに入る
のが初めてという人も多く、最初は抵抗があったようです
が、しばらくすると楽しそうに田植えをしていました。

池上曽根学習館の稲作体験講座
ろんこになりながら田植えを体験！ど

北助松駅周辺地区市民まちづくり会議では、6月14日、一
斉ボランティア清掃を実施しました。総勢650人が地域コミ
ュニティの構築と美しいまちづくりの為に、各家庭や学校か
ら駅までの日ごろ利用する道路などの清掃を行いました。

北助松駅周辺の美しいまちづくり
ランティア清掃を実施ボ

7月10日～17日、平和への願いを込めたうちわ作品789点
をアルザ1階、2階回廊で展示する「平和メッセージ展」を開
催しました。メッセージ展開催に先立ち、7月6日には優秀作
品の皆さんを表彰しました。

平和メッセージ展　うちわ作品789点展示
和への願いの風を吹き起こそう！平

6月24日、男女共同参画週間・就職差別撤廃月間・男女雇
用機会均等月間記念事業として、テクスピア大阪で第10回に
んじんサロンまつり＆記念講演会を開催しました。にんじん
サロン登録グループの学びの成果発表などを行いました。

にんじんサロンまつり＆記念講演会開催
ろいろに活躍する社会をめざしてい

市民レポーター　道井
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　６月 30日、テクスピア大阪で「あしゆびフェスタ」が開催され、「あしゆびプロジェクト」が本格的に始動しました。
　大ホールでは、The Blankets のライブで盛大に幕を開け、南出市長が関係機関とのパートナーシップを力強く宣
言した後に、専門医による講演や、専門家をまじえたパネルディスカッションに、来場者の皆さんは熱心に聞き入っ
ていました。小ホールでは、協賛機関による各種ブースが設置され、多数の来場者で賑わいました。

橋間氏　　　　　　　　  木場氏　　　

パートナーシップ宣言

協 賛 機 関
橋間誠／医療法人橋間診療所　院長
木場克己／ (一社 )JAPAN体幹バランス指導者
協会代表
森部昌広／ (一社 ) 全日本コンディショニング
コーチ協会代表理事
谷口範尚／ウエルネスネット㈱取締役専務
セントラルスポーツ㈱、㈱ドリーム・ジーピー、
㈱丸五、The  Blankets 

パートナーシップ宣言
　わたしたちは、健康寿命の延伸をあしゆ
びの健康から研究する「あしゆびプロジェ
クト」に賛同し、誰もが生涯自分の足で歩
き続けることができる、元気で活力のある
まちの実現に向け、お互いの知識・技術を
結集し、ともに取り組んでいくことをここ
に宣言する。 

悪い姿勢で座る・立つ・歩くが日常生活で繰り返されて骨盤が変形していく。体幹の筋力をきたえるとい
い姿勢ができる。あしのゆびで荷重すると体幹をきたえられる。姿勢中枢が完成する６歳くらいまでにあ
しのゆびを使ったいい姿勢を覚えることが大事。

橋間：あしのゆびが使えないことによる整形外科疾患は多い。あしのゆびの機能を高め、健康寿命の延伸を目指したい。
あしゆび教育を泉大津市から全国へ広めましょう！

森部：独自に考案した「フットチューニング」で浮き指が改善できる。歩き方など、正しい知識と技術を泉大津市から皆
さんの力で広めていきましょう！

木場：健康寿命の延伸、怪我をしない体づくりには、体幹をきたえる必要があります。体幹をきたえれば自然と姿勢も良
くなります！

森島：世界で活躍する選手を今後泉大津市でたくさん見つけていきたいですね！

あしゆびの機能強化の重要性や今後のプロジェクト
の展開について、熱のこもった議論が交わされまし
た。

あしゆび運動プログラムを作成し、就学前児童の運動や、高齢者の介護予防運動と
して「あしゆび運動」を広げていきます。

あしゆびフェスタ開催しました！
～「あしゆび」きたえて健康に～

パネルディスカッションパネルディスカッション

講演会

あしゆびプロジェクト
今後のとりくみ

講演会

森部氏　
森島氏
元サッカー
  日本代表　

The Blankets　オープニングライブ

こどもバランス体験（OZUスポ）

あしゆび運動を市民運動に！そして全国に！

自分でできるセルフケア（森部氏）

体幹トレーニング体験（木場氏）

橋間氏
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●17日㈮
大阪府定例市長会議（大阪府
庁）
●19日㈰
消防団泉北地区支部総合訓練
（加茂公園）
●21日㈫
受章者祝賀式典（市役所4
階）
●26日㈰
日本空手道剛柔流大修会（総
合体育館）
●31日㈮
厚生文教常任委員会協議会
（市役所5階）

その他、自治・福祉関係会議
など出席（5件）

●6月27日㈬
あしのゆびの力を鍛えることで体幹を安

定させ、将来にわたって健康に暮らせるま
ちづくりを目指す「あしゆびプロジェク
ト」と、毛布とともに歩んできた泉大津市
の繊維産業の歴史を知っていただくため、
毛布の縁（へり）でつくった草履（モフ草
履）を製作する取り組みを進めています。
この取り組みに賛同し、講師として活躍で
きる市民を「モフ草履アンバサダー」とし
て登録しました。今後、織編館で製作講座
を開催しますので、皆さんもひとり1足、
モフ草履をつくってみませんか。

●6月28日㈭
AI開発企業の㈱9DWと包括連携協定を

締結しました。調印式で南出市長は市のAI
活用に対する思いを語りました。
今年度、市では市民サービスの向上と業

務の効率化の推進を目的に業務改革推進プ
ロジェクトを実施しています。このプロジ
ェクトは、市役所で行っている業務のプロ
セスなどを可視化し改善策を検討するもの
です。その中で昨今目まぐるしく進歩して
いるAI技術の活用を一緒に検討し、その開
発を行っていきます。

～大人のヨガ体験もあります～
　親子で遊びながら、体を動かしてみま
せんか。お子さんと一緒に音楽に合わせ
て、遊びながら家庭ではできない運動を
してみましょう。時間を変えて、おとな
向けのヨガ体験なども開催します。
親子運動遊び…親子でマットや平均台
などを使った遊び運動
時間　①午前 11 時～ 11 時 50 分、②
午後 1 時～ 1 時 50 分（いずれも受け
付けは20分前～）
対象　3～5歳児程度の子どもと保護者

おとなのヨガ体験…短時間で簡単にで
きるヨガのポーズなど
時間　①正午～午後 0 時 20 分、②午後
0時 30分～0時 50分（いずれも受け
付けは15分前～）
対象　18歳以上
＜共通事項＞
日程　8 月 18 日㈯・19 日㈰、9 月 1
日㈯・2日㈰
場所　泉大津駅前アルザ 1 階アトリウ
ム
定員　各回当日先着15組　
持物　動きやすい服装
※各回、同じ内容で事前申し込み不要。
この教室は、平成 30 年度スポーツ庁
事業の助成を受けて開催します。
問合　スポーツ青少年課（市役所3階）

　総合体育館では、土曜日の午前中に
小中学生とその保護者を対象に無料開
放を行っています。卓球やバドミント

ンなどができます。道具の貸し出しは
ありません。混雑時は制限の場合あり。
８月の無料開放日　8月 25日㈯　午前
9時～正午

対象　15 歳以上の人（中学生は不可、
高校生は申し込み時に年齢を証明でき
るものを提示）　定員　先着6人
講習日の持物　350円（許可証を発行）・
縦 3cm× 横 2cm の顔写真・上靴・運
動のできる服装・市内の人は、運転免
許証など住所が確認できるもの
申込　8 月 19 日㈰ 午前 10 時から総
合体育館へ（電話不可）

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。

(問合 ) 総合体育館＝☎33・1200
                　ファクス 33・1202

8 月 25 日は
体育館無料開放！

トレーニング室
利用講習会（9月分）

親子で遊ぼう
運動遊びイベント無料開催

日　　時
2 日㈰
7日㈮
13日㈭
27日㈭

午前 10時～
午後 7時～
午前 10時～
午後 1時～

5日㈬
11日㈫
21日㈮
29日㈯

午後 3時～
午後 7時～
午後 7時～
午前 10時～

利用講習会 9月分日程表

た ん ぽ ぽ ク ラ スちゅうりっぷクラス

  9 月　4日㈫
10月　2日㈫
10月 23日㈫
11月　6日㈫
11月 20日㈫
12月 11日㈫

フープであそぼう
ボールアラカルト
縄であそぼう
タオルであそぼう
パラバルーンってなに
わくわくサーキット

  9 月 11日㈫
10月 16日㈫
10月 30日㈫
11月 13日㈫
12月　4日㈫
12月 11日㈫

フープであそぼう
ボールアラカルト
縄であそぼう
タオルであそぼう
パラバルーンってなに
わくわくサーキット

ライフ・キッズスポーツクラブ後期　受講者募集！

時間　午前10時30分～11時30分（2クラス隔週で実施）　　場所　総合体育館
対象　平成26年4月2日～平成28年4月1日生まれのお子さんと保護者
定員　各クラス先着 20組ずつ　※クラス希望はできません　　受講料　600円（別途保険料）
申込　①受講者名（ふりがな）、②性別、③電話番号、④生年月日（子どものみ）を明記のうえ、総合体育館窓口または電話、ファクス、メー

ル（taiiku-class@city.izumiotsu.osaka.jp）へ。

■ 日程・内容

～大好評！親子で楽しく遊びながらスキンシップを図る～

※12月 11日㈫は、ちゅうりっぷ、たんぽぽ 2クラス合同で実施します。
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)

を康
症知

検(健団集市津大泉

）会のりくづ康健るれな
に顔笑らがなみし楽（会笑楽

　
　

　
　  

　
　

　

　 　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　 　
　 　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

 　 　

　

　

　

　 　  

約
9

」ていつに用利のスビーサ
祉福いが障「会流交と義講㈫日81②
」はと病のろここ「義講㈮日7月9①

容内・程日
内案ごの室教族家健保保神精■

）制約予話電（査検スルイウ炎肝▷
）制約予話電（査検体抗んし風▷

。いさだく院来ごえう
の認確話電ず必、は際の診受。すで要
必が料診初、で時4～時1後午、分03
時11～分03時9前午、は間時付受

）2573・23☎3－
6町宮若（院医科歯田黒㈷日11月8

～分03時01前午㈭日32月8時

へ口窓）係進推寿長（課護介齢高
たま話電りよ㈮日01月8合問・込

人51着先員
民市の上以歳56象
ータンセ祉福合総所

分03時2～分03時1後午間
どな♪歌え替＆葉言口早&操体

健、！！ュシッレフリ…㈪日1月01
炎肺性

え誤！うご防で操体口健、響影のへ
全と病周歯…㈪日3月9①容内・程

。すまきで加参
回なき好お？かんせまみてし直見を
健の口お。すまりがなつもに防予症

予ブェウ診

先絡連のきとういとざいどな病急、急救

117・2856・60はたま9117＃☎かさおおータンセ心安急救●
2431・14☎所健保泉和●

0495・344・270☎ータンセ域広急救期初児小部北州泉●
9110・12☎部本防消市津大泉●

院医療診病急科歯日祝の月8

せら知おのらか所健保泉和

」チッレトス単簡「アレフココ

　
　

　
　  

　
　

　

　 　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　 　
　 　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

 　 　

　

　

　

　 　  

　
　

　
　  

　
　

　

　 　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　 　
　 　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

 　 　

　

　

　

　 　  

ッッッッ ！戦！！ププ

ーチ神精所健健所保泉和
3月8合問・込申

族家ごの人るあ
な症調失合統象対
後午もれずい間時

」～
ーチ～動活者事当「

㈮日21月01③

）0376・02
☎（津大泉42タスムジツーポスルラトン
セに㈬日22～㈬日1月8合問・込申

すまえ整を子
調の体身、し識意を勢姿や吸呼容内

人01着先員定
）すまり限に人いなの

限制動運るよに師医（上以歳06象対
アレフココ所場時11

時日

高は
込申
員定
象対
所場
間時
体口
1②
性ん
へ身
程日
参に
を康

認、えたあを激刺に脳でとこむ噛たま
。すで切大がとこつ保を口おな康健は
にめたのそ、人るいてえ考と」いたし
を事食くし味美もでまつい「、人のみ悩
おに状症なんこ」るなに気がき渇の口「
」たっなくくにべ食がのもい固、近最「

ータンセ健保合問
施実を定測の力指足はに者望希※
」ていつに防予ルイレフ「容内

園寿長松助東所場
）～分51時7後午付

受（～分03時7後午㈭日32月8時日
。すまし催開を室

教るす関に康健で催共と会員委生衛

）係進推寿長（課護介齢介高合問
分03時11～時01前午間時

園寿長多宇
…㈫日82②、園寿長旭…㈫日12月8①

所場・程日

）会のりくづ康健るれな

」防予ルイレフ「室教康健

！！戦
２

るる

戦戦健康 ！！作作！
大

健健
るる

ア
るるれれななにに気気元元るるすすすすククククトトトトてててて

ア
っっ知知

ププ
知ってトクする 気気に れれるなな元元

アアッ すプ
ムラコ

は数件生発のスルイウロノ。すまれらげの数件生発毒中食の年近、みなちに間月生衛品食は月今

で間月生衛品食
は月8

座講ルスッ歯
～？かすで気元おは口おのたなあ～

　
　

　
　  

　
　

　

　 　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　 　
　 　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

 　 　

　

　

　

　 　  

ムー
で話電にでま㈮日13

の病のろここのどな
時4～時2後

話おのろいずみムー
会流交びよお談験体

者患、がすで位２

　
　

　
　  

　
　

　

　 　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　 　
　 　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

 　 　

　

　

　

　 　  

保（課りくづ康健／合問
を則原3めたるあもとこるす化症重は合場
子は毒中食。いさだくてしにうよす通を火
品食り限る来出でのるす滅死で熱加の上以
はく多のスルイウや菌細るなと因原、たま
でまう言はとこるあで本基がが基」るけつっや
け付を菌毒中食「則原３の防予毒中食

るす防予を毒中食■

意注、めたるす症発で数菌の量少もれずい
すまりあがどなごまた、肉鶏や肉生はてし
過、し在存く多に界然自どな川や水下かほ
ラネモルサの位３。すまれらえ考とめたい
よに等理処の物吐嘔たま、とこるすも染感
ロノはれこ。すまいてっなく多も最はで数

挙がが挙どな染汚次二るよにい扱り取の中理調、かほの肉鶏の
分十不熱加や生はてしと品食因原の接直。すまいてし菌保
が物動のく多どな物動生野、鳥野やトッペ、めじはを畜家
のどなシウやリト、はータクバロピンカい多も最が最数件

）粋抜り
よ」況状生発毒中食）年7102（年92成平「省働労生厚（

。たしまし粋抜をつ３位上の数件生発のとご質物因原らか
況状生発毒中食の年92成平るいてし計統がが統省働労生厚

？は質物因原い多がが多数件件数生発毒中食■

。すまし介紹ていつに防予と因原るめ占を位上

3

）

81,1
694,8
513,2

53
412
023

ラネモルサ
スルィウロノ
ータクバロピンカ

人（数者患）件（件数件生発質物因原

　
　

　
　  

　
　

　

　 　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　 　
　 　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

 　 　

　

　

　

　 　  

）ータンセ健保
。うょしまけが心を

の者齢高やもど子
とりかっしはに品
分1、上以度57は
。んせまりあもで
・いなさや増・いなけ

。すで要必が意
はつ３の記上。す
と品食因原の去過
の管腸の物動はラ
多がが染感次二るよ
気空がスルイウロ

14

健 康 の ペ ー ジ [ 問合 ]保健センター（☎33・8181）
　　　　　　　　　　　　 高齢介護課（市役所 1 階 9 番窓口）（☎33・1131）

「えっ、死ぬまで家におれんの？　～自
宅療養を考える～」
日時　9 月 2 日㈰　午後１時 30 分～３
時30分（開場 午後１時）
場所　テクスピア大阪
対象　市内在住・在勤の人
定員　先着150人
内容　▷講演「在宅療養を支える薬剤
師さん」　講師…桂木聡子氏（兵庫医療
大学　薬学部医療薬学科　准教授）
▷リレートーク…「チームで支える在
宅医療」　発言者…①長野正広氏（長野
クリニック）、②津塩昌子氏（ふちゅう
訪問看護ステーション）、③藤原謙一氏

（サンヨウ薬局）
申込・問合　8 月 13 日㈪から地域包括
支援センターへ来所または電話（☎21・
0294）

　在宅医療・介護保険などの現状を学
び、自分らしい生き方や最期の迎え方、
準備しておくべきことなどを考えてみ
ましょう。
日時　9 月 19 日～ 10 月 24 日　毎週水
曜日（全6回）　午後1時 30分～ 3時
場所　テクスピア大阪
対象　市内在住・在勤の人　※原則 6
回参加できる人で初受講者を優先。

定員　先着50人
内容　①あなたが主役！医療や介護を
上手に受けるための心がまえを学ぼう
②在宅医療の基本と実際　③高齢者の
お口の健康とお薬　④高齢者の訪問看
護とリハビリテーション　⑤知ってお
きたい介護保険制度　⑥住み慣れた地
域で最期までを支える多様な住まい
申込・問合　8 月 22 日㈬から地域包括
支援センターへ来所または電話（☎21・
0294）

日時　8 月 17 日㈮、9 月 7 日㈮　午後
１時30分～２時30分
場所　総合福祉センター
内容　検尿、血圧測定、健康に関する
相談
問合　総合福祉センター（☎23・1390）

保健センター一般健康相談
（予約不要）

場　所 日　程相　談

健康相談のお知らせ 健康に関する電話相談も受け
付けています。
［日程］月～金曜日（祝日除く）
［時間］午前８時 45 分～午後
５時 15 分

40 歳以上女性市民向け
乳がん検診

月～金曜日
午前9時～午後5時

市民公開講座（全６回）「住み慣
れた地域で最期まで」を支える

健康診査 特定健康診査

40 ～ 74 歳の市国保加入者、16 ～ 39 歳の市民の皆さんへ

問合

　今回は 40 歳以上の健診は肺がんセットも可。まだ今年度の健（検）診（医療機関で
の健診・人間ドック・肺がん検診含む）を受けていない人は、この機会にぜひ受診し
てください。

日程 8 月 22 日㈬　午前 9時～正午

ホテルきららリゾート関空 ( なぎさ町 )場所

対象
40 ～ 74 歳の市国保加入者
(75 歳誕生日前日～昭和 54 年 3 月
31 日生まれ )

問診・身体計測・血圧測定・
検尿・血液検査 ( 最大 16 項目 )・
心電図・診察

①特定健康診査受診券
②泉大津市国民健康保険被保険者証
( 保険証 )

電話、窓口またはウェブにて要予約
（QRコードは右ページに掲載）

肺がん検診のセットあり（ただし、
今年度の肺がん検診をまだ受けてい
ない人）

持物

内容

申込方法

保健センター

定員 なし 先着 200 人

16 ～ 39 歳の市民
( 昭和 54 年 4 月１日～平成 15 年 3
月 31 日生まれ )

問診・身体計測・血圧測定・
検尿・血液検査 ( 最大 16 項目 )・診
察

健康保険証

予約なし（直接会場までお越しくだ
さい）

　健診会場は駐車場に限りがあります。当日の朝食はできるだけ抜いてお越しくださ
い。また、集団健診は悪天候などにより予告なく中止する場合があります。

日時　9月 10 日㈪
場所　保健センター
対象　40 歳以上の女性市民で、まだ今
年度の乳がん検診を受診していない人
検診料　500 円
検診内容　問診・視診・触診およびマ
ンモグラフィ（50 歳未満 2 方向、50
歳以上 1方向）
申込　電話または窓口、ウェブにて要
予約（QRコードは右ページに掲載）
問合　保健センター

　7 月下旬から始まった食の体験活動。
まだ申し込みが可能です！
　今年度はプランターを使用し栽培活
動を行います。クッキングやお祭りな
ど楽しいイベント盛りだくさん！ぜひ
ご参加ください（詳しくは広報 7 月号
6ページをご覧ください）。
申込・問合　保健センター窓口か電話

その他

市民公開講座
在宅医療フォーラム

高齢者健康相談

＜追加募集！＞
第 9 回食育体験☆参加者募集
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8月 25日㈯
午前10時～正午

実施日時 施設名 場所
旭幼稚園
穴師幼稚園
浜幼稚園
条東幼稚園
条南幼稚園
浜保育所
戎保育所
条東保育所
要保育所

電話番号

園庭開放のお知らせ　

昭和町4ー38
我孫子1ー12ー1
小松町11ー20
千原町2ー11ー1
寿町16ー16
菅原町13ー29
高津町3ー19
千原町2ー1ー3
池浦町515ー6

32・2130
32・2213
32・1590
21・2015
21・2014
33・5432
21・1471
21・0221
22・0564

　市内の私立認定こども園７か所で園
見学会＆子育て相談を同時開催。
入園をお考えの人は、ぜひ、この機会
にお越しください。
問合　各園まで

　　0歳児から就学前の未就園児とその保護者を対象に親子で遊べる園庭開放を行っています。
　※駐車場がないので、自転車または徒歩でお越しください。天候や行事などで中止することもあります。

アイビースクール
アンビー
みらいずこども園
認定こども園　ぱる
南海かもめ認定こども園
すこやか認定こども園
とれぞあ子ども園

二田町3ー5ー32
旭町22ー28
北豊中町1ー2ー15
西港町9ー7
戎町3ー4
東豊中町3ー1ー15
池浦町3ー5ー8

31・4545
20・2001
23・0253
32・0375
23・8068
45・0012
33・3003

毎週金曜日
午前 9時 30分
～10時 30分

毎週火曜日
午前 9時 30分
～11時

詳しくは各園まで

私立園見学会＆子育て相談

　児童扶養手当と特別児童扶養手当の現況届の受け付けを行います。この現況届によって、受給資格の確認をします。現況届の
提出がない場合、８月以降の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。
　現在手当を受給されている人にはお知らせを送ります。受付期間内に必要な書類をお持ちのうえ、市役所までお越しください。
受付期間内に来られない場合も、必ず8月31日㈮までにお問い合わせください。

子育て応援課からのお知らせ　

■児童扶養手当
■特別児童扶養手当

の現況届を忘れずに！
　　※両方の手当受給の人は、それぞれに手続きが必要です。

（市役所 1 階 3 番窓口）

子育て世代応援企画

保育付き「読書タイム」 　２回のヨガ実技を通して、運動習慣をつけ、心と体をすっ
きり整えましょう。どのコースも同じ内容ですので、都合の
よいコースを選んで申し込んでください。
日程　▷9 月コース…9 月 11 日㈫・25 日㈫、▷10 月コース
…10 月 18 日㈭・31 日㈬、▷11 月コース…11 月 14 日㈬・
27日㈫、▷12月コース…12月 5日㈬・13日㈭
時間　午前 10時～ 11時 30分　　場所　保健センター
定員　各回30人　　一時保育　先着15人（1人 1回 500円）
内容　ヨガ実技と自宅でできる運動の紹介、健康や食育に関す
る講話
申込・問合　8 月 7 日㈫から保健センター窓口または電話（☎
33・8181）にて

　本市では「読書量日本一」に向け、さまざまな取り組みを
進めています。
　そこで、日頃なかなかゆっくりと読書の時間のとれない保
護者は必見！図書館で本を読んでいる間、にんじんサロンで
保育ボランティアスタッフがお子さんをお預かりします。趣
味の本をゆっくり読んでみたり、情報収集したり…。子育て
から少し離れて自分の時間を過ごしてみませんか！
日時　8 月 24日㈮　午前 10時～正午　　場所　図書館
定員　先着 5人　　一時保育　6 か月以上の未就学児
申込・問合　8月 8日㈬～ 16日㈭に人権くらしの相談課（市
役所 1階 11番窓口）へ直接または電話にて

リフレッシュ・ヨガお子さんを預けて読書の時間を作りませんか？

子育て世代や、
運動する機会の少ない人の健康づくり応援企画！

保育有料
（1人 1 回 500 円）
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※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

9月4日㈫
午後1時～2時30分受付
9月4日㈫
午後2時30分～3時受付

9月3日㈪
午前10時30分～11時30分
※9月3日㈪
午前10時～10時30分

就学前の乳幼児

Ｈ30年1月生

1か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター

場　所　保健センター9月4日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

Ｈ30年3月生8月20日㈪
7か月児相談
乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

8月22日㈬ 午後　
9月3日㈪ 午前

母乳育児を希望する
女性とその家族母乳育児相談

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

ほっと一息まんま（食のサロン）
（食に関する相談・アドバイス）

受付時間対　　象日　　程
日　　時対　　象相  談  名

各種相談・健診の日程

ベビーCooking（離乳食講習会）
育児相談

　　H30年4月1日～4月20日生

9か月～1歳未満

Ｈ27年1月生

 8月22日㈬　

8月8日㈬

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

9月11日㈫

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布乳児後期健診

3歳6か月児健診

4か月児健診

1歳6か月児健診

日　　程健  診  名

乳幼児健診
対　　象

H29年2月 11 日～2月28日生

10月1日㈪、２２日

申　込対　　象日　　程

8月23日㈭

8月28日㈫

Ｈ28年8月生

Ｈ28年2月生

場所　保健センター　
持物　歯ブラシ・母子健康手帳・お茶・問診票（記入して）
※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

8月21日㈫Ｈ27年8月生

2歳児
2歳6か月児
（育児相談会）

日　　程対　　象

3歳児

よい歯を育てる会（歯科健診）
受付時間

午後0時50分～1時20分

午後0時50分～1時20分

午後0時45分・1時15分

（午後１時15分から受付開始）
午後1時30分～3時

㈪
11月5日㈪、17日㈯

出産予定日が
1月・2月・3月の人

9月3日㈪から
子育て応援課
（あんしんサポート係）へ

予防接種

　9月5日㈬　午後1時～3時30分
　　　　（予約制　1人30分）

　

　

場所　保健センター　予約　子育て応援課（あんしんサポート係）へ　

場　　所相  談  名

ことば（発音や吃音など）・のみこみ・きこえの相談
日　　時 対　　象

本市在住の
乳幼児とその保護者

　

　

［受付］　▷土曜日…午後 5 時～ 10 時　▷日曜日・祝日、年末年始
（12月 29日～ 1月 3日）…午前9時～午後10時
※正午～午後1時と午後4時～ 5時は受け付け不可
　なお、休日の救急診療は市消防本部（☎21・0119）へ。

■ ヒブ・小児用肺炎球菌・B 型肝炎・四種混合・MR（麻しん風
しん混合）・水痘・日本脳炎・不活化ポリオ・二種混合・子宮頸
がん予防ワクチン
　市内指定医療機関で個別接種。広報いずみおおつ４月号「平
成30年度　母子保健予定表（保存版）」をご覧ください。
※子宮頸がん予防ワクチンは、平成 25 年６月 14 日から、積極
的な接種勧奨を一時中止しています。
■ BCG予防接種
実施日　8月 24日㈮
受付時間　午後１時15分～２時30分
場所　保健センター
対象　生後3か月～1歳未満（標準的な接種期間は生後5～8か月）
　当日は体温を測定し、母子健康手帳と予診票をお持ちくださ
い。予診票は子ども医療証の手続きの際などにお渡しした「予
防接種と子どもの健康」冊子に挟んでいます。母子健康手帳を
お忘れの場合は接種することができません。また、予防接種を
受ける際は、必ず接種後の副反応について理解したうえで、接
種するようにしてください。

10月・11月コース

　発達相談員が個別に相談をお受けします（予約制）。

（岸和田市荒木町 1-1-51　☎072・443・5940）

子育て応援課からのお知らせ ( 市役所 1 階 3 番窓口 )

泉州北部小児初期救急広域センター
15 歳未満（中学生まで）の子どもが休日に病気になったら

発達相談

たまごクラス（両親教室）

※お子さん連れの参加は、ご遠慮ください。
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地域子育て支援センターからのお知らせ地域子育て支援センターからのお知らせ地域子育て支援センターからのお知らせおやこ広場からのお知らせ 地域子育て支援センター (☎23・0012)

おやこで出かけてみませんか？

 たんぽっぽ おひさま広場（園庭で外遊び） 赤ちゃんルーム
対象　就学前まで　　
時間　▷火～木曜日…午前 9 時 30 分
～午後 0時 30分、午後 1時～ 3時　
▷金曜日…午後 1 時～ 3 時　▷土曜日
…午前９時30分～午後０時30分　

対象　就学前まで
時間　▷金曜日…午前 9 時 30 分～午
後 0 時 30 分　▷土曜日…午後 1 時～
3時

対象　1歳未満　　
時間　毎週月曜日　午前９時 30 分～
午後0時30分、午後１時～3時

※雨天中止　室内開催なし ※兄姉の同伴はご遠慮ください。
※8 月 20 日㈪は子育て講座開催のた
め休み

　地域子育て支援センター（かみじょう認定こども園　乳児棟内）では、月～土曜日まで、親子でゆったり遊べるおやこ広

場を開催しています。広い室内で遊ぶ「たんぽっぽ」、戸外で遊ぶ「おひさま広場」、赤ちゃんだけの日の「赤ちゃんルーム」

があります。終わりの会の集いでは絵本の読み聞かせや、わらべうたあそびなどを親子いっしょに楽しめます。気軽にお出

かけください（時間内なら、いつ来ていつ帰ってもいいおやこ広場です）。

※8 月 17 日午後はスタッフ研修のため休み
※8 月 11 日㈷は休み

おやこ広場ふる～るからのお知らせ とれぞあ子ども園内 (☎33・3003）

①8月22日㈬　午前10時～正午（予約なし）
　１歳児ちゅーりっぷ広場（H.28.4.2～Ｈ29.4.1生まれ）
②8月24日㈮　午前11時30分～正午（8月6日㈪から予約）
   ジャレッド先生と遊ぼう（英語）
③8月29日㈬　午前10時～正午（予約なし）
　２歳児ひまわり広場（H27.4.2～H28.4.1生まれ）
④8月31日㈮　午前10時～11時30分 ）（8月20日㈪から予約）
　えがお先生と遊ぼう（写真撮影）
申込　事前にふる～るへお越しください（電話不可）。
電話問合　午前9時30分～午後4時30分

8 月の主な予定 ※8 月 13 日㈪～ 17 日㈮はお盆休みです。

地域子育て支援センターからのお知らせ （☎23･0012)

音楽をつけた絵本劇場
　　　　＆わらべうたあそび

　ベビーマッサージを通して、赤ちゃんとの絆を深め、特別な
時間を過ごしませんか。お母さん同士の交流も楽しいですよ。
日時　9月10日㈪　午前10時 30分～11時 30分（午前10
時15分から受付）　
場所　地域子育て支援センター　子育て支援ルーム　（かみじょ
う認定こども園　乳児棟内）　※駐車場数台利用可
対象　市内在住、開催日時点で月齢が２～７か月の赤ちゃんと
保護者
定員　10組　　　持物　フェイスタオル、バスタオル、着替え、
オムツ、ミルクなど各自必要な物　
講師　柿坂るみ子氏（ローリータッチケア協会認定講師）
申込　8 月 29 日㈬から、月～金曜日の午後 1 時～ 4 時に電話
でお申し込みください。

　絵本の中の言葉や絵の動きに音楽が重なって、子どもも大人
も絵本の世界に引き込まれます。わらべうたあそびとあわせて、
親子で一緒に楽しい時間を過ごしましょう。
日時　8月 20 日㈪　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分（午前　
10時15分から受付）
場所　地域子育て支援センター　子育て支援ルーム　（かみじょ
う認定こども園　乳児棟内）　※駐車場数台利用可
対象　市内在住の１～２歳半未満の子どもと保護者（兄弟の参
加、４月の講座の参加者はご遠慮ください。定員に満たない時
は参加できる場合もあります）　　　定員　15組
持物　お茶など各自必要な物　　　講師　飯田雅子氏
申込　8月 8日㈬から、月～金曜日の午後1時～4時に電話で
お申し込みください。

親子で楽しむベビーマッサージ

（
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泉大津と毛布のあゆみ（５）
～巻き起こったガチャ万景気～

昭和20年（1945）に第二次世界大戦が終結し、戦時中
に使用されなかった多くの織機がふたたび動き出しまし
た。戦時中に国民生活の安定を図る目的で施行された物価
統制令が商業活動の足かせとなっていましたが、毛布の原
料となる原毛の統制が撤廃されると、国内向けの毛布生産
が本格的に再開され、急激に毛布生産が回復します。さら
に昭和25年（1950）に勃発した朝鮮戦争の特需を受けて
「ガチャン」と織機が動くと「万円単位の儲けがでる」と
いう意味の、いわゆる「ガチャ万景気」が到来しました。
より一層発展させようと、大津港の改修工事や道路網の整
備が進められますが、輸出不振・生産過剰から大きな赤字
となる年があるなど、安定した景気は続きませんでした。

このようななか、昭和27年5月に南海本線泉大津駅広場
に、ブロンズの緬羊像が泉大津商工会議所5周年記念行事の
一環として設置されます。泉大津の玄関口である駅前に設
置することで、泉大津市が繊維産業のまちであることを主
張するとともに、もう一度ガチャ万景気のような好況を期
待する気持ちも込められていたのかもしれません。

次回は、泉大津と毛布のあゆみ（６）をお送りします。

ブロンズ「緬羊」
鳥取県出身の彫刻家、長谷川塊記の作。
泉大津ふるさと文化遺産に認定。

◆休館日 8月6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／9月2日㈰　午前10時～、午後１時～　定員／各回先
着4人　参加費／30ｇまで500円、30ｇ超は一律600円
申込／8月26日㈰午前10時から電話

◆土器講座「弥生土器をつくろう」（毎月実施）
日時／8月11日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／各回先
着８人　参加費／300ｇ/300円～　申込／8月4日㈯午前10
時から電話

◆夏休み弥生体験講座
「カード織りでキーホルダーをつくろう」
日時／8月19日㈰　午前10時～、午後1時30分～　定員／
各回先着20人　参加費／500円　申込／8月5日㈰午前10時
から電話

織編館
おり   あむ   かん

☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館
開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館
☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

◆休館日　8月1日㈬、8日㈬、15日㈬、22日㈬、29日㈬

◆企画展「平和への道のり～掲げられた幡に見る戦中～」
戦争は地域にさまざまな影響を与えました。その当時の泉

大津を紹介します。
期間／8月6日㈪まで

◆平成30年度手織り体験作品展
「伝えたい　手織りの魅力！」

毎月開催している高機での手織体験で作製した作品を展
示。夏休みに子どもたちが体験学習で作ったかわいい作品も
並びます。
期間／8月16日㈭～21日㈫

◆織編館ギャラリー「コスモス展」
期間／8月24日㈮～28日㈫　内容／油絵・水彩画　約24点

池上曽根弥生学習館と織編館の催し案内です。
各施設情報は下記QRコードからご覧ください。

〔問合〕生涯学習課　(市役所3階）

はた

めんよう

めんようぞう

　泉大津市の繊維産業のシンボルでもある大きな織機の、造形的な美しさを感じながらデッサンして
みませんか。
日時　9月 1日㈯　午後 1時 30 分～ 3時　　定員　11 人
講師　石橋敏彦氏　　申込　電話にて受付中
その他　描く位置は当日抽選となります。また、イーゼル・紙・鉛筆はこちらで準備しますが、デッ
サン用品をお持ちの人は持参ください。

デッサン「お」～ 100 年前の木製織機を描いてみよう織編館特別企画
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市
で
は
、６
月
６
日
施
行
の
生
産
性

向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
の
生

産
性
向
上
を
促
し
、市
内
の
中
小
企
業

の
経
営
基
盤
の
強
化
お
よ
び
経
営
の

継
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
、「
導
入

促
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
６
月
11

日
付
で
国
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、「
先
端
設
備
等
導
入

計
画
」
を
作
成
し
、
市
の
認
定
を
受
け

た
中
小
企
業
者
は
、固
定
資
産
税
の
軽

減
、補
助
金
の
優
先
採
択
な
ど
の
支
援

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

導
入
計
画
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る

事
業
者
は
、認
定
経
営
革
新
等
支
援
機

関
に
お
い
て
事
前
確
認
を
行
い
、先
端

設
備
等
導
入
計
画
に
係
る
認
定
申
請

書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

支
援
措
置

■
固
定
資
産
税
の
軽
減
に
つ
い
て

導
入
計
画
が
本
市
の
認
定
を
受
け

た
の
ち
、新
た
に
行
っ
た
生
産
性
向
上

に
資
す
る
設
備
投
資
に
か
か
る
償
却

資
産
の
固
定
資
産
税
が
、３
年
間
ゼ
ロ

に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、税
務
課（
固

定
資
産
税
係
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
国
の
補
助
金
の
優
先
採
択
に
つ
い

て
国
の「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
経
営
力
向
上
支
援
補
助
金
」な
ど

に
お
け
る
採
点
時
の
加
点
な
ど
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
各
種
支
援
措
置
は
、市
が
導
入
計
画

を
認
定
し
た
後
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

導
入
計
画
の
主
な
要
件

認
定
対
象

中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
第
２
条
第
１
項
に
定
め
る
中
小
企

業
者

計
画
期
間

計
画
認
定
か
ら
３
～
５

年
間

労
働
生
産
性

計
画
期
間
に
お
い
て
、

基
準
年
度
（
直
近
の
事
業
年
度
末
）
比

で
労
働
生
産
性
が
年
平
均
３
％
以
上

向
上
す
る
こ
と

先
端
設
備
な
ど
の
種
類

労
働
生
産

性
の
向
上
に
必
要
な
生
産
、販
売
活
動

な
ど
の
用
に
直
接
供
さ
れ
る
設
備（
機

械
装
置
、
測
定
工
具
お
よ
び
検
査
工

具
、
器
具
お
よ
び
備
品
、
建
物
附
属
設

備
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
計
画
）

内
容

①
国
の
同
意
を
受
け
た
本
市

の
「
導
入
促
進
基
本
計
画
」
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、②
先
端
設
備
な

ど
の
導
入
が
円
滑
か
つ
確
実
に
実
施

さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、③
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関

に
お
い
て
事
前
確
認
を
行
っ
た
計
画

で
あ
る
こ
と

※
導
入
計
画
の
認
定
要
件
と
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
と
で
は
、認
定
要
件

が
異
な
り
ま
す
の
で
留
意
く
だ
さ
い
。

問
合

地
域
経
済
課
（
市
役
所
４
階
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、平
成
31
年
度

の
小
学
校
入
学
に
あ
た
り
、子
ど
も
の

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
心
配
ご

と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
「
就
学
相

談
」
を
行
い
ま
す
。
希
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
家
庭

平
成
31
年
度
に
市
内
小

学
校
に
入
学
予
定
の
幼
児
が
お
り
、就

学
相
談
を
希
望
す
る
家
庭

締
切

８
月
10
日
㈮

実
施
日

申
し
込
み
後
、後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合

指
導
課
（
市
役
所
３

階
）個

人
番
号
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）交
付
通
知
は
が
き
が
届
い
た

人
で
、市
役
所
開
庁
時
に
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
受
け
取
り
に
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、次
の
日
程
で
時
間
外
交

付
窓
口
を
開
き
ま
す
の
で
、来
庁
し
て

く
だ
さ
い（
証
明
書
発
行
な
ど
の
通
常

業
務
は
実
施
し
ま
せ
ん
）。

日
時
　
８
月
22
日
㈬
　
午
後
７
時
ま

で問
合

市
民
課（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂
で
は
、全
国

で
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
広
が

っ
て
い
る
食
堂
の
よ
う
に
人
と
の
つ

な
が
り
で
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、子
ど
も
の
居
場
所
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

日
時

８
月
22
日
㈬
　
午
後
６
時
～

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
子

ど
も
（
保
護
者
同
伴
可
）

※
警
報
発
令
時
や
感
染
症
流
行
な
ど

に
よ
り
、当
日
中
止
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
の
お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
０
）
へ

問
合

子
育
て
応
援
課（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

市役所
お知らせ

からの

先
端
設
備
等

導
入
計
画
に
つ
い
て

※H30年7月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,051人 (−14人)
●女
 39,127人  (−2人)
●男
 35,924人 (−12人)
●世帯数
34,151世帯(＋5世帯)
●面積
   13.49㎢ (±0.00㎢)

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
交
付
窓
口
に
つ
い
て

お
づ
み
ん
食
堂

８
月
22
日
に
開
催

就
学
相
談
実
施
の
お
知
ら
せ



平
成
31
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
評
価
額
算
定
の
た
め
、
新

築
・
増
築
な
ど
の
建
物
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
調
査
の
際
は
、
固
定
資
産

評
価
補
助
員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員

が
、訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、取
り
壊
し
な
ど
建
物
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係（
市
役

所
１
階
５
番
窓
口
）

現
在
、家
屋
の
使
用
状
況
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

事
務
所
・
店
舗
な
ど
で
使
用
し
て

い
た
家
屋
を
改
修
工
事
に
よ
り
住
宅

に
変
更
す
る
な
ど
、家
屋
の
用
途
変
更

を
し
た
場
合
、１
か
月
以
内
に
法
務
局

（
登
記
所
）
で
建
物
表
題
部
変
更
登
記

を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
変
更
登
記
（
未
登
記
家
屋
を
含
む
）

が
で
き
な
い
と
き
は
、税
務
課
固
定
資

産
税
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
税
額
に
影
響
が
あ

る
場
合
と
影
響
が
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
確

認
の
た
め
に
家
屋
の
内
部
を
見
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係（
市
役

所
１
階
５
番
窓
口
）

■
保
険
料
免
除
を
申
請
す
る
人
は
お

早
め
に

７
月
分
保
険
料
の
納
期
限
は
８
月

31
日
㈮
で
す
。７
月
分
以
降
の
保
険
料

免
除
を
受
け
た
い
人
は
、８
月
末
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
末
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
免
除
申
請
用
紙
が
届
い
て
い
る
人

は
、申
請
書
を
記
入
し
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
、日
本
年
金
機
構
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
用
紙
が
届
い
て
い

な
い
人
は
、年
金
手
帳
・
認
め
印
を
持

参
の
う
え
、保
険
年
金
課
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
り
替
え
が
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、振
り
替
え
方
法
に
よ

っ
て
は
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。振

り
替
え
方
法
に
は
２
年
前
納
、１
年
前

納
、
６
か
月
前
納
、
毎
月
納
付
（
早
割

ま
た
は
翌
月
末
振
り
替
え
）が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
10
月
分
か
ら
の
６
か
月
前

納
は
８
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

口
座
振
替
申
込
先

年
金
事
務
所
、各

金
融
機
関
、
市
保
険
年
金
課

手
続
き
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、

預
貯
金
通
帳
、
金
融
機
関
の
届
出
印

問
合

堺
西
年
金
事
務
所
（
☎
０
７

２
・
２
４
３
・
７
９
０
０
）、
保
険
年

金
課
（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）

■
70
歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る
と
き

は
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る
と
き
や

高
額
の
外
来
診
療
を
受
け
る
と
き
に

は
、事
前
に
保
険
年
金
課
へ
限
度
額
適

用
認
定
証
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
保
険
証
と
認
印
（
シ

ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
が
必
要
で
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機
関

な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
で
、医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
複
数
の
医

療
機
関
な
ど
へ
の
支
払
い
で
限
度
額

を
超
え
る
場
合
は
、後
日
に
支
給
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
は
、保
険
料
の

滞
納
が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
場

合
に
限
っ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、保
険
料
の
滞
納
が
あ
っ
て

も
、特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、保
険
年
金
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

限
度
額
は
世
帯
ご
と
に
違
い
ま
す

自
己
負
担
限
度
額
は
表
の
と
お
り

世
帯
の
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

食
事
代
の
減
額
に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
減
額
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す
。
保
険
証
と
一
緒

に
医
療
機
関
な
ど
へ
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と
食

事
代
の
減
額
の
両
方
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

な
お
、毎
年
８
月
に
切
り
替
え
の
た

め
の
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
決

ま
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
所
得
の
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
の
一
部
負
担
金
(お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ
た
時
の
自
己
負
担
分
)の

減
免
に
つ
い
て

震
災
や
風
水
害
、火
災
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
っ
て
資
産
に

著
し
い
損
害
を
受
け
た
り
、事
業
も
し

く
は
業
務
の
休
止
、廃
止
ま
た
は
失
業

に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
、
利
用
し
得

る
資
産
（
預
貯
金
な
ど
を
含
む
）
を
活

用
し
て
も
、な
お
一
部
負
担
金
の
支
払

い
が
困
難
な
場
合
は
、申
請
に
よ
り
減

額
、免
除
ま
た
は
徴
収
猶
予
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
印
鑑
・
医
師
の
意
見

書
・
収
入
状
況
等
報
告
書

問
合

保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

区
分 所得区分 3回目まで 4回目以降（※2）

ア

イ

ウ

エ

オ

所得 (※1)901 万円超

自己負担限度額（月額）

所得 (※1)600 万円超
901万円以下

所得 (※1)210 万円超
600万円以下

所得 (※1)210 万円以
下（住民税非課税世帯
を除く）

住民税非課税世帯

25 万 2,600 円＋医療費が
84 万 2,000 円を超えた場
合は、その超えた分の 1％

16 万 7,400 円＋医療費が
55 万 8,000 円を超えた場
合は、その超えた分の 1％

8 万 100 円＋医療費が 26
万 7,000 円を超えた場合
は、その超えた分の 1％

5万 7,600 円

3万 5,400 円

14万 100円

9万 3,000 円

4万 4,400 円

4万 4,400 円

2万 4,600 円

※1　基礎控除後の「総所得金額等」にあたります。
※2　過去 12 か月間に、1 つの世帯での高額療養費の支給が 4 回
　　  以上あった場合は、4回目以降の限度額になります。
なお、所得申告のない場合は、上位所得者（ア）とみなされます。

新
・
増
築
建
物
調
査
に

ご
協
力
を

固
定
資
産
税
に
係
る

家
屋
の
用
途
変
更

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き

個
人
番
号
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）交
付
通
知
は
が
き
が
届
い
た

人
で
、ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は

お
早
め
に
交
付
対
象
者
本
人
が
来
庁

し
て
く
だ
さ
い
。

持
物

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・

電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書
、

②
通
知
カ
ー
ド
、
③
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
）
の
場
合

は
１
点
、健
康
保
険
証
や
年
金
手
帳
の

場
合
は
２
点
）【
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
で
、そ
の
カ
ー
ド
を

紛
失
し
て
い
る
場
合
、事
前
に
警
察
に

お
届
け
の
う
え
、受
理
番
号
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。】

交
付
対
象
者
が
15
歳
未
満
の
場
合

15
歳
未
満
の
人
は
、必
ず
親
権
者
と

一
緒
に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。本
人
確

認
書
類
に
つ
い
て
は
、15
歳
未
満
の
人

に
加
え
、親
権
者
の
分
も
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
籍
地
が
市
外
の
場
合
、
戸

籍
謄
本
（
原
本
）
の
ご
提
示
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

本
人
が
来
庁
で
き
な
い
場
合

本
人
が
入
院
中
ま
た
は
施
設
入
所

中
な
ど
、や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る

時
に
は
、代
理
人
が
受
け
取
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
市
民
課
窓

口
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合

市
民
課（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）

▽
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

も
し
も
の
と
き
に
、こ
ど
も
た
ち
が
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地

域
の
協
力
家
庭
や
店
が
目
印
と
な
る
旗

や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

▽
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
こ
ど
も

た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

一
人
で
遊
ば
な
い
、知
ら
な
い
人
に

つ
い
て
い
か
な
い
な
ど
、こ
ど
も
た
ち

に
犯
罪
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
方
法

を
教
え
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
の
様
子
を
う
か
が
う
、車
か

ら
こ
ど
も
に
話
か
け
る
な
ど
の
不
審

者
を
見
か
け
た
ら
、
こ
ど
も
を
守
り
、

す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課（
市
役
所

３
階
）

も
し
市
税
を
滞
納
し
て
し
ま
う
と

納
期
限
が
過
ぎ
る
と
、延
滞
金
が
加

算
さ
れ
、
貴
重
な
財
産
（
預
貯
金
・
不

動
産
・
給
与
な
ど
）が
差
し
押
さ
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
公
平
な
納
税
の
た
め
に
、

納
付
で
き
る
の
に
納
付
し
な
い
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
滞
納
処
分
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、納
付
の
手
間

が
省
け
て
、確
実
に
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
引
落
通
帳

と
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、

市
内
の
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）、税
務
課
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
納
税
係（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）

市
内
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
機
械
・
装
置
、
器

具
・
備
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
（
償
却
資

産
）
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
資
産
の
状
況
を
市
に
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
内
事
業
所
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
事
業

用
資
産
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
を
携
帯
し

た
調
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
、
帳
簿
書

類
（
固
定
資
産
台
帳
、
決
算
書
類
お
よ
び

法
人
税
（
所
得
税
）
の
申
告
書
な
ど
）
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係（
市
役

所
１
階
５
番
窓
口
）

市
税
を
納
付
し
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

実
地
調
査
の
お
知
ら
せ

「
こ
ど
も
１
１
０
番
月
間
」
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

早
め
に
受
け
取
り
を
！

■仕事休もっ化計画　
～年次有給休暇取得に向けた職場づくりを！～

年次有給休暇を取得しやすい環境は、仕事に対するモチベー
ションや意識を高め、仕事の生産性を向上させ、企業イメージ
の向上や優秀な人材確保につながるなど労使双方にメリット
があります。年次有給休暇の「計画的付与制度」を活用しまし
ょう。
休もっ化計画１

仕事はチームで行い、休みやすい職場環境にしよう。
休もっ化計画２

土・日曜日、祝日にプラスワン休暇して、連続休暇にしよう。
休もっ化計画３

年次有給休暇の「計画的付与制度」を活用しよう。

泉大津労働基準監督署からのお知らせ
（☎27・1211）

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。これは、市内産業の振興を図り、
良質な商品やサービスなどに関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

問合　　広告掲載についてのお問い合わせは、秘書広報課へ。



私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
、多
く

の
水
を
消
費
す
る
と
共
に
多
く
の
生

活
排
水
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

生
活
排
水
な
ど
で
河
川
の
水
質
が

悪
化
す
る
と
、「
ユ
ス
リ
カ
」な
ど
の
虫

が
発
生
し
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

ヘ
ド
ロ
が
堆
積
し
悪
臭
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

ユ
ス
リ
カ
な
ど
の
虫
を
駆
除
す
る

際
に
は
、
薬
剤
散
布
が
有
効
で
す
が
、

農
作
物
へ
の
影
響
な
ど
で
散
布
す
る

場
所
や
時
期
（
期
間
）
が
制
限
さ
れ
ま

す
。ま

た
、一
度
に
大
量
の
薬
剤
を
散
布

す
る
こ
と
は
、河
川
の
生
態
系
へ
悪
影

響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、河

川
本
来
が
持
つ
水
質
浄
化
作
用
が
著

し
く
低
下
し
、回
復
す
る
ま
で
に
は
長

い
年
月
を
要
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、日
頃
か
ら

河
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

特
に
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
に
は

次
の
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
流
し
の
排
水
口
に
は
、水
切
り
袋
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
 使
用
済
み
食
用
油
は
、
市
販
の
油

処
理
剤
な
ど
を
使
用
し
適
正
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

③
食
器
の
汚
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
へ

ら
」な
ど
で
取
り
除
い
て
か
ら
洗
い
ま

し
ょ
う
。

④
洗
剤
は
、
適
量
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
合

環
境
課（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）

み
ん
な
で
造
ろ
う
　
み
ど
り
豊
か
な
街

住
宅
地
、マ
ン
シ
ョ
ン
や
公
園
な
ど

で
自
治
会
が
協
同
で
緑
化
す
る
場
合

や
、
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
さ
ん
が
協
同
で
緑
化
す
る
場
合
、工

場
な
ど
で
従
業
員
や
地
域
住
民
が
協

同
で
緑
化
す
る
場
合
に
、府
か
ら
樹
木

の
無
償
配
布
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、樹
木
は
高
木
の
み
で
１
か
所
あ

た
り
10
本
以
上
の
申
請
が
条
件
で
す
。

申
込
期
限

８
月
31
日
㈮

申
込
・
問
合

都
市
づ
く
り
政
策
課

み
ど
り
推
進
係（
市
役
所
２
階
24
番
窓

口
）市

民
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
自
由
に
集
い
、さ
ま
ざ
ま
な
話
題
で

情
報
を
交
換
す
る
場
で
す
。す
で
に
活

動
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
か

ら
活
動
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
26
日
㈰
　
午
後
２
時
～

午
後
４
時

場
所

お
づ
ぷ
ら
ざ（
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
）

定
員

先
着
20
人

申
込
・
問
合

お
づ
ぷ
ら
ざ（
☎
24
・

９
０
１
６
）

募
集
内
容

職
種

保
健
師
・
看
護
師
・
社
会
福

祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
福

祉
士

募
集
人
員

１
人

職
務
内
容

介
護
保
険
業
務
に
お
い

て
介
護
保
険
に
係
る
相
談
業
務
、介
護

認
定
審
査
会
の
運
営
お
よ
び
事
務
全

般応
募
資
格

▽
９
月
１
日
現
在
60
歳

未
満
（
定
年
は
60
歳
）

▽
保
健
師
、看
護
師
、社
会
福
祉
士
、介

護
支
援
専
門
員
ま
た
は
介
護
福
祉
士

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

▽
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
）
操
作
が
で
き
る
人

報
酬

月
額
14
万
９
０
０
０
円
～
18

万
４
３
０
０
円（
保
有
資
格
に
よ
り
異

な
る
。
昇
給
制
度
あ
り
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
～
金
曜
日
の
間
で
４
日
間
）

雇
用
期
間

９
月
１
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日
（
た
だ
し
更
新
あ
り
。
最
長

５
年
）

選
考
方
法

提
出
書
類
に
よ
る
審
査

お
よ
び
筆
記
試
験
・
面
接
試
験（
試
験

日
は
８
月
26
日
㈰
）

申
込
・
問
合

８
月
２
日
㈭
～
15
日

㈬
に
、
履
歴
書
・
資
格
の
証
明
書

（
写
）・「
志
望
動
機
・
自
己
Ｐ
Ｒ
」
の

作
文（
４
０
０
字
以
内
で
Ａ
４
原
稿
用

紙
に
鉛
筆
自
筆
）
を
直
接
、
高
齢
介
護

課
（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）
へ
持
参

募
集
人
員

１
人

職
務
内
容

児
童
生
徒
の
発
達
検
査

お
よ
び
、
保
護
者
の
教
育
相
談
、
教
職

員
へ
の
助
言
、そ
の
他
所
属
長
が
指
示

す
る
事
務
な
ど

応
募
資
格

10
月
１
日
現
在
、60
歳
未

満
（
定
年
は
60
歳
）
で
、
①
②
の
条
件

を
満
た
す
人

①
臨
床
心
理
士
ま
た
は
臨
床
発
達
心

理
士
の
資
格
を
有
し
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ー

Ⅳ
お
よ
び
新
版
Ｋ
式
発
達
検
査
を
用

い
た
教
育
相
談
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事

項
）
に
該
当
し
な
い
人

報
酬

月
額
18
万
５
０
０
円（
社
会
保

険
加
入
、
昇
給
あ
り
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
～
金
曜
日
の
間
で
４
日
間
）

選
考
方
法

提
出
書
類
に
よ
る
審
査

お
よ
び
面
接
試
験（
試
験
日
は
９
月
２

日
㈰
））

採
用
試
験
要
領
と
申
込
書
の
配
布

市
役
所
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
可
。

申
込
・
問
合

８
月
６
日
㈪
～
24
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、申
込
書
お

よ
び
受
験
票
、
資
格
の
証
明
書
（
写
）、

「
志
望
動
機
・
自
己
Ｐ
Ｒ
」の
作
文（
４

０
０
字
以
内
で
Ａ
４
原
稿
用
紙
に
鉛

筆
自
筆
）
を
直
接
、
指
導
課
（
市
役
所

３
階
）
へ
持
参

今
年
金
婚
（
結
婚
50
年
）
を
迎
え
た

ご
夫
婦
を
対
象
に
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

10
月
３
日
㈬
　
午
前
11
時
～

場
所

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

ア
ル
ザ
泉
大
津

対
象

昭
和
42
年
９
月
16
日
～
昭
和

43
年
９
月
15
日
に
婚
姻
し
た
市
内
在

住
の
ご
夫
婦

申
込
・
問
合

８
月
31
日
㈮
ま
で
に

印
鑑
を
持
参
し
、
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
１
階
９
番
窓
口
）
へ

ま
ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議
を

開
催
し
ま
す

24

教
育
相
談
心
理
士
　
募
集

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

金
婚
祝
賀
会
　
参
加
者
募
集

25 広報いずみおおつ　平成30年8月号

非
常
勤
嘱
託
員
募
集

大
阪
府
か
ら

樹
木
の
無
償
配
布

河
川
の
水
質
保
護
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き

～
限
り
あ
る
資
源
、水
を
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
～

マ
イ
ボ
ト
ル
な
ど
に
水
道
水
を
入

れ
る
な
ど
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら
す
と
い
う
一
段
階
進
ん
だ
環

境
保
護
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

■
水
漏
れ
の
と
き
は
ご
連
絡
を

▽
メ
ー
タ
ー
か
ら
屋
内
側
の
場
合

水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
メ
ー
タ

ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
回
っ

て
い
る
と
き
は
、ど
こ
か
で
水
漏
れ
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
（
修
理
費
用
は
自
己
負
担
）。

▽
道
路
な
ど
の
場
合

道
路
な
ど
で
水
漏
れ
に
気
づ
い
た

人
は
、
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
蛇
口
か
ら
の
場
合

蛇
口
か
ら
の
ポ
タ
ポ
タ
漏
れ
は
、パ

ッ
キ
ン
を
取
り
替
え
る
と
ほ
と
ん
ど

の
場
合
止
ま
り
ま
す
の
で
、で
き
る
だ

け
早
く
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
場
合
は
届
出
を

転
入
・
転
出
・
転
居
の
場
合
は
、３

～
５
日
前
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。（
電
話
連
絡
可
）

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
早
く
届
出
を

▽
長
期
に
わ
た
っ
て
水
道
を
使
用
し

な
い
と
き

▽
家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
水
道
を
廃

止
す
る
と
き

▽
使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き

▽
用
途
や
集
合
住
宅
扱
い
の
使
用
戸

数
が
変
わ
る
と
き

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
減
免

高
齢
者
世
帯
や
重
度
身
体
障
が
い

者
な
ど
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、安

定
し
た
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

福
祉
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
外
か
ら
給
排
水
を
う
け
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
福
祉
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
（
左
の
表

の
と
お
り
）
は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
工
事
は
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
で

水
道
の
新
設
・
改
造（
蛇
口
の
交
換

は
除
く
）
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
以
外
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。施
工
内
容
や
工
事
代
金
の
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、必
ず
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
で
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。事
業

者
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

水
道
料
金
な
ど
の
納
付
は
、便
利
で

安
全
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、振
替
日
は
検
針
の
翌
月
17
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

不
審
者
の
訪
問
に
ご
注
意
を

水
道
課
で
は
、水
道
料
金
の
訪
問
に

よ
る
集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。ご
注

意
く
だ
さ
い
。被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
、
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

水
道
や
下
水
道
関
係
の
訪
問
販
売

や
電
話
に
よ
る
勧
誘
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
は
、市
で
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
直
接
依
頼
の
な
い
水
質
検
査

▽
浄
水
器
な
ど
の
取
り
付
け
・
販
売

お
よ
び
点
検
や
部
品
交
換

▽
宅
地
内
で
の
水
道
管
や
下
水
管
の

水
管
洗
浄

不
審
に
思
わ
れ
た
と
き
は

「
市
職
員
証
」か「
市
長
発
行
の
証
明

書
」
の
提
示
を
求
め
る
か
、
水
道
課
へ

確
認
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

水
道
課（
市
役
所
２
階
26
番
窓

口
）、
下
水
道
課
（
25
番
窓
口
）

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

10 億
3,399.3 万円

７
８

５ １

２
３

４

６

平成29年度下半期（10月１日～３月31日）の本市の水道事業の業務状況を公表します。問合　水道課（市役所２階26番窓口）

水道事業の収入･支出などを公表します

■ 水道の普及状況
■ 配水量および有収水量など

給水人口
給水戸数
普及率

7万 5,047人
3万5,393戸

100％

配水量
一日平均配水量
一日最大配水量
有収水量
有収率

①水道料金
②加入金
③他会計補助金
④その他収益

①企業債
②工事負担金
③他会計負担金

①建設改良費
②企業債償還金

7億3,453.3万円
4,897.2万円
782.5万円

1億 8,533.8万円

8,560.0万円
581.5万円
5,000.0万円

3億 5,914.3万円
7,914.0万円

3億 5,026.2万円
6,563.8万円

4億 2,911.5万円
3,363.7万円
670.1万円

①受水費
②人件費
③減価償却費
④支払利息
⑤請負工事費

10,361.1万円
2,123.8万円
833.6万円
6,746.9万円

⑥委託料
⑦修繕費
⑧動力費
⑨その他費用

431万 6,631㎥
2万3,586㎥
2万5,285㎥

400万6,997㎥
92.8％

421万 2,179㎥
2万3,144㎥
2万4,932㎥

391万8,777㎥
93.0％

852万 8,810㎥
2万3,367㎥
2万5,285㎥

792万5,774㎥
92.9％

H29.4.1～9.30H30.3.31 現在 H29年度合計区分区分
H29.10.1～

　H30.3.31

収益的収入
9億

7,666.8 万円
9億

7,666.8 万円

収益的支出
10億

8,600.7 万円
10億

8,600.7 万円

資本的収入資本的収入
1億

4,141.5 万円
1億

4,141.5 万円

資本的支出資本的支出
4億

3,828.3 万円
4億

3,828.3 万円

１
２

３
４

１

２

３

１

２
９

所得
基準

適用世帯 水道料金 下水道使用料

329 円（消
費税など
を含まな
い。）

600 円（消
費税など
を含まな
い。）

市
民
税
非
課
税
世
帯

※ただし生活保護受給世帯を除く

ひとり親家庭の医療証の交付を受けている世帯
身体障がい者手帳 1・2級の交付を受けてい
る人が属する世帯
精神障がい者保健福祉手帳 1・2級の交付を
受けている人が属する世帯
療育手帳A・B1の交付を受けている人が属
する世帯
特別児童扶養手当受給世帯
高齢者世帯（世帯構成員全員が 70歳以上）

水道料金・下水道使用料の減免が適用される世帯



泉
大
津
国
際
交
流
協
会
会
員
限
定
の
日

本
に
住
む
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
の
講

座
で
す
。

講
師
の
稲
垣
蘭
先
生
は
泉
南
市
で
15

年
間
、
日
本
語
教
室
の
運
営
に
関
わ
ら

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
何
期

も
教
え
ら
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
で
、
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。受
講
に
際
し
、外
国
語
の
知
識
は
不

要
で
す
。

泉
大
津
国
際
交
流
協
会
の
会
員
で
あ

れ
ば
誰
で
も
、
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

入
会
方
法

年
会
費
１
口
１
０
０
０
円

と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
政
策
推
進
課

窓
口（
市
役
所
４
階
）で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
※
入
会
申
し
込
み
後
の
講
座

の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠
席
に
よ
る
入
会
金

の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

内
容

実
際
に
教
え
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
授
業
演
習
形
式
で
、
前
後
期
全
20

回
の
講
座
を
受
講
で
き
ま
す
。

講
師

稲
垣
蘭
先
生
（
大
阪
観
光
大
学

非
常
勤
講
師
　
泉
南
日
本
語
教
室
代

表
）

日
程

▽
前
期
　
９
月
４
日
～
11
月
６

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
　
10
回

▽
後
期
　
平
成
31
年
１
月
15
日
～
３
月

19
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
　
10
回

時
間
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

対
象
18
歳
以
上（
高
校
生
除
く
）の
会

員定
員

先
着
20
人
　
※
一
時
保
育
ご
希

望
の
場
合
は
政
策
推
進
課
ま
で
直
接
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
込

泉
大
津
国
際
交
流
協
会
に
入
会

後
、件
名
に「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
申
込
み
」
と
明
記
し
、
①
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、②
電
話
番
号
、③
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
(連
絡
可
能
な
も
の
)を
記
入

の
う
え
、８
月
20
日
㈪
ま
で
に
、メ
ー
ル

（
kokusai@
city.izum
iotsu.osaka.j

p) も
し
く
は
フ
ァ
ク
ス
（
21
・
０
４
１

２
）
で
政
策
推
進
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。後
日
、受
講
案
内
を
送
り
ま

す
。

■
日
本
語
教
室
の
お
知
ら
せ
■

な
ん
ら
か
の
事
情

�
�
�
�

で
日
本

�
�
�

に
住�

む
こ

と
に
な
り
、
日
本
語

�
�
�
�

が
わ
か
ら
な
く
て

困�
�

っ
て
い
る
外
国

�
�
�
�

の
人�

�
に
む
け
て
、
市�

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

�

�

�

�

�

活
動

�
�
�
�

と
し
て
の

日
本
語

�
�
�
�

教
室

�
�
�
�
�を

開
催

�
�
�
�

し
て
い
ま
す
。

年
齢

�
�
�
�

、
国
籍

�
�
�
�

を
問�

わ
ず
、
ど
な
た
で
も

参
加

�
�
�

で
き
ま
す
の
で
、ご
自
身

�
�
�

で
も
、お

知�

り
合�

い
の
人�

�
で
も
、
学
習
意
欲

�
�
�
�
�
�
�
�

が
あ

る
人�

�
は
、
ぜ
ひ
お
問�

い
合�

わ
せ
く
だ
さ

い
。ま

た
併�

�
せ
て
講
師

�
�
�

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

�

�

�

�

�

も
募
集
中

�
�
�
�
�
�
�で

す
。
資
格
経
験

�
�
�
�
�
�
�

は
問�

い
ま

せ
ん
。
こ
ち
ら
も
お
問�

い
合�

わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
日
本
語
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�「

あ
い
う
え
お
」　
代
表

�
�
�
�
�

進
藤

�
�
�
�

良
信

�
�
�
�

日
時

�
�
�

毎
月
第

�
�
�
�
�
�

２
・
４
日
曜
日

�
�
�
�
�

午
後

�

�

２
時�

～
３
時�

30
分�

�

場
所

�
�
�

勤
労
青
少
年

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�ホ

ー
ム

▽
泉
大
津
日
本
語
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

代
表

�
�
�
�
�

高
月

�
�
�
�

喜
美

�

�
日
時

�
�
�

毎
月
第

�
�
�
�
�
�

１
・
３
日
曜
日

�
�
�
�
�

午
後

�

�

１
時�

～
(要�

�
問�

い
合�

わ
せ
)

場
所

�
�
�

南
公
民
館

�
�
�
�
�
�
�
�
�

問
合

�
�
�
�
�

政
策
推
進
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�

(市
役
所

�
�
�
�
�

４
階�

�
）

■
花
梨
い
き
い
き
大
学
（
全
５
回
）

～
60
歳
以
上
対
象
講
座
～

60
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、心
や
体
が
若

く
健
康
で
充
実
し
た
毎
日
を
す
ご
す

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

▽
９
月
７
日
㈮
　
心
に
残
る

名
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
　
▽
21
日
㈮

声
は
若
返
る
　
楽
し
く
音
読
・
音

劇
・
ゲ
ー
ム
　
▽
10
月
５
日
㈮
　
健

康
太
極
拳
　
▽
19
日
㈮
　
絵
手
紙
は

心
の
贈
り
も
の
　
▽
11
月
２
日
㈮

卓
球
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

時
間

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
60
歳
以

上
の
人

教
材
費

２
０
０
円

申
込

８
月
10
日
㈮
午
前
９
時
か
ら

■
東
洋
医
学
と
ツ
ボ
の
お
話
（
全
２

回
）私

た
ち
の
体
に
は
、３
０
０
以
上
の

「
ツ
ボ
」
が
あ
り
ま
す
。「
ツ
ボ
」
っ
て

何
で
し
ょ
う
か
？
東
洋
医
学
に
は
欠

か
せ
な
い
「
ツ
ボ
」
に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
程

▽
９
月
１
日
㈯
　
ツ
ボ
と
経

絡
（
ケ
イ
ラ
ク
）・
顔
の
ツ
ボ
を
さ
が

し
て
み
ま
し
ょ
う
。　
▽
15
日
㈯
　
手

の
ツ
ボ
・
足
の
ツ
ボ
・
背
中
の
ツ
ボ

時
間

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

一
時
保
育
　
先
着
７
人（
６
カ
月
～
就

学
前
の
幼
児
）

受
講
料

２
０
０
円

講
師

林
　
み
ど
り
氏

持
物

鏡
（
顔
を
見
ま
す
）

申
込

８
月
18
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

<
共
通
事
項
>

場
所

南
公
民
館

定
員

先
着
20
人

申
込
・
問
合
受
講
料
を
添
え
て
本
人

ま
た
は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
へ
。
申

込
用
紙
は
一
人
一
枚
配
布
。
定
員
に
満

た
な
い
場
合
の
み
、
「
花
梨
い
き
い
き

大
学
」
は
12
日
㈰
か
ら
、
「
東
洋
医
学

と
ツ
ボ
の
お
話
」
は
翌
日
か
ら
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
（
☎
33
・
１
７
６
４
・
フ
ァ

ク
ス
33
・
１
３
０
０
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン

セ
ル
・
欠
席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、け

が
の
手
当
な
ど
、応
急
手
当
を
習
得
で

き
る
よ
う
、
救
命
講
習
を
開
催
し
ま

す
。
消
防
署
よ
り
「
普
通
救
命
講
習
修

了
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

日
時

９
月
10
日
㈪
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所

市
消
防
本
部
　
３
階
市
民
研

修
室
（
池
浦
町
１
丁
目
９
番
９
号
）

※
今
年
度
か
ら
場
所
を
変
更
し
て
い

ま
す
。

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人定
員

先
着
20
人

内
容

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、心
肺
蘇

生
、
人
工
呼
吸
、
止
血
な
ど

講
師

市
消
防
本
部
救
急
救
命
士

申
込
・
問
合

８
月
８
日
㈬
か
ら
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
☎
23
・

１
３
９
３
）
へ
直
接
申
し
込
み
（
電
話

申
し
込
み
不
可
）

日
時

８
月
20
日
㈪
　
午
前
10
時
～

正
午

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員

小
学
生
の
親
子
ペ
ア

８
組
（
抽
選
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ

ル申
込
・
問
合

８
月
９
日
㈭
ま
で
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
23
・
１

０
０
７
）へ
※
抽
選
結
果
は
当
選
者
の

み
８
月
10
日
㈮
ま
で
に
連
絡

2627 広報いずみおおつ　平成30年8月号

救
急
救
命
講
座
を
開
催

（
普
通
救
命
講
座
）

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

親
子
で
ま
き
ま
き

韓
国
の
り
巻
き

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催

（「
募
集
」
の
続
き
）

市
で
は
、
国
や
府
が
実
施
す
る
各
種

統
計
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
「
登

録
統
計
調
査
員
」
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

統
計
調
査
に
は
、「
国
勢
調
査
」や「
工

業
統
計
調
査
」な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
統
計

調
査
が
あ
り
、統
計
調
査
員
は
、こ
れ
ら

各
種
統
計
調
査
の
資
料
作
成
に
お
い

て
、
最
も
基
本
と
な
る
調
査
票
の
配

布
・
回
収
・
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
く
人
を
い
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に

総
務
法
制
係
へ
連
絡
の
う
え
お
越
し
く

だ
さ
い
。
簡
単
な
面
接
を
実
施
し
た
の

ち
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

持
物

登
録
用
証
明
写
真
（
た
て
３

cm
×
よ
こ
２
．
５
cm
）

問
合
総
務
課
（
市
役
所
４
階
）

敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
60
歳
以
上
の

人
の
ア
ー
ト
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

60
歳
以
上
の
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

出
品
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰
　
午
前

10
時
～
午
後
４
時
30
分
（
た
だ
し
９
日

は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所
織
編
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

対
象

満
60
歳
以
上
の
人
で
１
人
１
部

門
、１
作
品
に
限
る（
プ
ロ
作
家
の
出
品

は
不
可
）

内
容（
部
門
お
よ
び
作
品
の
寸
法
）　
▽

洋
画
…
30
号
以
内
　
▽
日
本
画
…
30
号

以
内
　
▽
書
…
半
切
以
内
（
表
装
作
品

で
、仮
巻
は
不
可
）　
▽
写
真
…
カ
ラ
ー

は
４
ツ
切
以
上
、
白
黒
は
半
切
以
上
で

ど
ち
ら
も
全
紙
ま
で
（
パ
ネ
ル
張
ま
た

は
額
装
）
　
▽
工
芸
…
立
体
の
場
合
一

辺
が
30
cm
以
内
、
平
面
の
場
合
１
㎡
以

内作
品
搬
入
　
９
月
６
日
㈭
　
午
前
10
時

～
正
午
に
直
接
会
場
へ

※
可
能
な
人
は
、
午
後
１
時
か
ら
の
展

示
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

作
品
搬
出

９
月
９
日
㈰
 　
午
後
３
時

30
分
～
４
時
30
分
（
時
間
厳
守
）

申
込
・
問
合

生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
の
出
品
申
込
書
、
ま
た
は
は
が
き
に

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
電
話
番

号
、
⑤
部
門
、
⑥
サ
イ
ズ
、
⑦
題
名
を
明

記
し
、
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
　
〒
５
９

５
ー
８
６
８
６
　
生
涯
学
習
課
（
市
役

所
３
階
）
へ

市
内
在
住
で
原
則
的
に
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ

ー
に
登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時

８
月
24
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

～場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
０
０
７
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚
障

害
者
へ
の
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
た

め
、
点
字
の
基
礎
知
識
か
ら
学
ぶ
点
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

日
時

９
月
11
日
～
２
月
26
日
　
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
～
正

午
（
全
10
回
）

対
象
市
内
在
住
の
人

定
員

先
着
10
人
（
た
だ
し
申
し
込
み

が
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

受
講
料
無
料
　（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト

代
１
０
８
０
円
は
自
己
負
担
）

申
込
・
問
合

８
月
６
日
㈪
か
ら
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
０
）

へ
。（
電
話
で
の
申
し
込
み
可
）

日
時
・
対
象

▽
８
月
３
日
㈮
　
午
後

３
時
～
　
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候

補
生
…
18
歳
～
27
歳
未
満

▽
８
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
、
25
日
㈯
、
26

日
㈰
　
①
午
前
11
時
～
正
午
　
自
衛
官

候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
…
18
歳
～
27

歳
未
満
、
②
午
後
１
時
～
２
時
　
航
空

学
生
（
海
上
、
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
…
18

歳
～
23
歳
未
満
、
③
▽
午
後
２
時
～
３

時
　
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校

…
18
歳
～
23
歳
未
満

場
所
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

駐
屯
地
内
の
見
学
、
自
衛
隊
車
両
の
体

験
搭
乗
も
行
い
ま
す
。

※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
事
前
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合

防
衛
省
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力

本
部
　
岸
和
田
地
域
事
務
所
（
☎
０
７

２
・
４
２
６
・
０
９
０
２
）

大
阪
府
内

�
�
�
�
�
�
�

に
住�

み
、
義
務
教
育

�
�
�
�
�
�
�

の

年
齢

�
�
�
�（

満�
�

15
歳�

�
）を
こ
え
て
い
る
人�

�
の
う

ち
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情

�
�
�
�

で
中
学
校

�
�
�
�
�
�
�

を

卒
業

�
�
�
�
�し

て
い
な
い
人�

�
を
対
象

�
�
�
�
�に

、
夜
間

�
�
�

に
中
学
校
教
育

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�を

行�
�
�っ

て
い
ま
す
。

日
常
生
活

�
�
�
�
�
�
�
�
�に

必
要

�
�
�
�

な
基
礎
的

�
�
�
�

な
学
力

�
�
�
�
�

や
知
識

�
�
�

を
身�

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

中
学
校

�
�
�
�
�
�
�の

卒
業
資
格

�
�
�
�
�
�
�
�

を
取�

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉
強

�
�
�
�
�

で
き
、

授
業
料

�
�
�
�
�
�
�
�は

無
料

�
�
�
�

で
す
。

授
業
時
間

�
�
�
�
�
�
�
�

月
�
�
�
�
�～

金
曜
日

�
�
�
�
�

の
午
後

�

�

５

時�

30
分�

�
～
８
時�

30
分�

�

入
学
期
間

�
�
�
�
�
�
�
�

９
月�

�
３
日�

�
㈪�

�
～
10
日�

�
㈪�

�

ま

で
（
土

�
�
�
�・

日
曜
日

�
�
�
�
�

、
祝
日

�
�
�
�
�は

除�
�

き
ま
す
）

※
入
学
許
可
申
請
書

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

は
、

岸
和
田
市
立
岸
城
中
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
岸
和
田
市
野
田
町

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
丁
目

�
�
�
�

）
と

岸
和
田
市
教
育
委
員
会
総
務
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

に
あ
り

ま
す
。

申
込

�
�
�
�
�・

問
合

�
�
�
�
�

▽
岸
和
田
市
立
岸
城

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
学
校

�
�
�
�
�
�
�（

☎
０
７
２
・
４
３
８
・
６
５

５
３
）
午
後

�

�

０
時�

30
分�

�

～
９
時�

、
▽

岸
和
田
市
教
育
委
員
会
総
務
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
事
担
当

�
�
�
�
�
�
�

（
☎
０
７
２
・
４
２
３
・
９

６
０
７
）
午
前

�
�
�

９
時�

～
午
後

�

�

５
時�

30
分�

�

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
と
楽
し
く
学
び

ま
す
。

日
時

▽
英
語
講
座
と
子
ど
も
英
会

話
教
室
は
第
２
・
第
４
土
曜
日

午

後
６
時
10
分
～
（
90
分
）
▽
幼
児
英
会

話
教
室
は
毎
週
月
曜
日
　
午
後
５
時

45
分
～（
50
分
）、そ
の
他
の
ク
ラ
ス
は

要
問
い
合
わ
せ

※
新
ク
ラ
ス
開
講
の
場
合
、曜
日
や
時

間
な
ど
希
望
考
慮
の
う
え
決
定

場
所

春
日
町
自
治
会
館
と
下
之
町

自
治
会
館

定
員
７
人
（
幼
児
は
５
人
）

費
用

１
回
１
２
０
０
円
～
１
５
０

０
円
（
見
学
は
１
回
無
料
で
す
）

申
込
・
問
合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岸
和
田

国
際
交
流
協
会
（
☎
０
７
２
・
４
４

５
・
０
５
３
３
）

統
計
調
査
員
の
募
集

シ
ル
バ
ー
展
　
作
品
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
ま
せ
ん
か

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

自
衛
官
な
ど
採
用
説
明
会

岸
城
中
学
校

夜
間
学
級
生
を
募
集

英
・
ハ
ン
グ
ル
・
中
国
語
講
座

幼
児
・
子
ど
も
英
会
話
教
室



（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

毎
日
！
お
い
し
く
！
野
菜
を
食
べ
よ

う
！

日
時

９
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
人

定
員

16
人

参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
費
）

内
容

１
日
の
野
菜
摂
取
目
標
量
３

５
０
ｇ
を
使
用
し
た
、
時
短
レ
シ
ピ

の
調
理
実
習
と
生
活
習
慣
病
予
防
の

お
話

持
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き

タ
オ
ル

申
込
・
問
合

８
月
20
日
㈪
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話
(☎

33
・
８
１
８
１
）

府
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
り
ん
く

う
タ
ウ
ン
分
室
は
、９
月
28
日
㈮
を
も

っ
て
業
務
を
終
了
し
、10
月
１
日
㈪
か

ら
本
所
へ
統
合
し
ま
す
。

泉
大
津
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
の

10
月
１
日
㈪
以
降
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
手
続
き
は
、市
役
所
市
民
課
パ
ス

ポ
ー
ト
窓
口
ま
た
は
府
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
本
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
手
続
き
ガ
イ
ド
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合

市
民
課（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）病

気
な
ど
、や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る

義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人

に
対
し
、中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に

国
が
行
う
試
験
で
す
。
合
格
者
に
は
、

高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

願
書
受
付
期
間

８
月
20
日
㈪
～
９

月
７
日
㈮（
郵
送
の
場
合
は
９
月
７
日

㈮
消
印
有
効
）

試
験
日

10
月
25
日
㈭

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語
（
英
語
）

試
験
会
場

府
立
労
働
セ
ン
タ
ー（
エ

ル
・
お
お
さ
か
　
大
阪
市
中
央
区
北

浜
東
３
番
14
号
）

問
合

府
教
育
庁
　
市
町
村
教
育
室

小
中
学
校
課
進
路
支
援
グ
ル
ー
プ（
☎

０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

交
通
事
故
、
貸
・
借
金
、
近
隣
ト
ラ

ブ
ル
、損
害
賠
償
な
ど
調
停
の
利
用
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
▽
８
月
29
日
㈬
…
浪

切
ホ
ー
ル
　
▽
９
月
26
日
㈬
…
和
泉

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ（
い
ず
れ
も
午
後
１
時

～
４
時
ま
で
）

問
合

大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎
０

６
・
６
３
６
３
・
３
０
９
１
）

第
１
期
分
の
納
期
限
は
、８
月
31
日

㈮
で
す
。期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。８

月
に
第
１
期
分
お
よ
び
第
２
期

分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
ま

す（
口
座
振
替
ご
利
用
の
人
を
除
き
ま

す
）
の
で
、
納
付
時
に
は
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合

泉
北
府
税
事
務
所
（
☎
０
７

２
・
２
３
８
・
７
２
２
１
）

子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ

「
弥
生
博
の
宝
べ
や
を
探
検
し
よ
う
」

日
時

８
月
18
日
㈯
　
①
午
後
２
時

～
　
②
午
後
２
時
30
分
～
　
③
午
後

３
時
～

場
所

弥
生
文
化
博
物
館

定
員

各
回
10
人

費
用

入
館
料（
一
般
６
５
０
円
／
65

歳
以
上
・
高
大
生
４
５
０
円
　
※
子

ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ
は
ク
ー
ポ
ン

を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料
）

問
合

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎

46
・
２
１
６
２
）

“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
強
調

月
間
の
一
環
と
し
て
、
７
月
７
日
に

「
社
会
を
明
る
く
す
る
つ
ど
い
」
が
テ

ク
ス
ピ
ア
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、約
２
５
０
人
以
上
参
加
の
も

と
、
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
優
秀
標
語
の
表
彰
式
、

南
出
市
長
に
よ
る「
元
気
な
泉
大
津
づ

く
り
に
向
け
た
構
想
と
実
践
」の
講
演

が
行
わ
れ
有
意
義
な
つ
ど
い
と
な
り

ま
し
た
。

問
合

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
23
・
１

３
９
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

な
ら
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
ご
協
力
の

も
と
、「
宝
石
せ
っ
け
ん
」も
作
成
し
ま

す
。

日
時

８
月
28
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
毎
月
第
４
火
曜
日
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費

材
料
費
と
し
て
２
０
０
円

持
物
　
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

申
込

不
要
。た
だ
し
小
物
作
成
は
先

着
20
人
ま
で

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

日
時
・
場
所

▽
８
月
７
日
㈫
　
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
　
市
役
所

▽
９
月
２
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後

４
時
　
泉
大
津
郵
便
局
　（
い
ず
れ
も

正
午
～
午
後
１
時
ま
で
休
憩
）

問
合

献
血
推
進
協
議
会（
☎
23
・
１

３
９
３
）

■
あ
す
と
び
っ
！
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
ロ
マ
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
手
づ
く

り
教
室
！

日
時

８
月
19
日
㈰
　
午
前
11
時
～

正
午

定
員

15
組
（
子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
）

参
加
費

５
０
０
円（
ア
ロ
マ
ス
プ
レ

ー
１
本
お
持
ち
帰
り
）

講
師

丸
山
真
弓
氏

■
第
12
回
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り

会
 夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル

今
年
の
テ
ー
マ
は「
え
ほ
ん
の
な
か
の

動
物
園
」

「
と
こ
や
に
い
っ
た
ラ
イ
オ
ン
」
な

ど
楽
し
い
お
は
な
し
か
ら
、ど
う
ぶ
つ

た
ち
が
飛
び
出
し
て
く
る
よ
！
ブ
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ト
シ
ア
タ
ー「
ホ
ネ
ホ
ネ
ロ

ッ
ク
ど
う
ぶ
つ
バ
ー
ジ
ョ
ン
」も
お
楽

し
み
に
！
工
作
の
時
間
も
あ
る
の
で
、

親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
～

対
象

０
才
か
ら
の
子
ど
も
と
保
護

者
（
内
容
は
年
長
～
低
学
年
向
け
）

定
員

60
組

出
演

絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず
ん
ず
”

■
あ
す
と
フ
ォ
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
ス
テ

ー
ジア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
揃
う
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ
！
　
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ツ
出
演
！

日
時

８
月
26
日
㈰
　
午
後
２
時
～

定
員

１
０
０
人

参
加
費

５
０
０
円
（
お
茶
付
）

出
演

ビ
ー
ト
ボ
ー
イ
ズ
、
風
華

�
�
�

、

ザ
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ツ（
優
秀
賞
受
賞
バ

ン
ド
）

ほ
か

■
あ
す
と
　
大
津
お
ど
り
大
会

日
時

９
月
２
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時

内
容

泉
大
津
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
、大
津
お
ど
り
と
あ
び
こ

踊
り
を
解
説
と
座
談
会
で
も
っ
と
深

く
知
り
、皆
で
継
承
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。座
談
会
の
後
は
大
津
お
ど
り
を
初

め
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
す（
踊
り

参
加
者
に
粗
品
あ
り
）。

解
説

奥
野
美
和
（
市
生
涯
学
習
課
）

主
催

あ
す
と
ホ
ー
ル
、大
津
お
ど
り

保
存
会

■
南
青
　
講
談
の
会

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

話
芸
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
１
日
㈯
　
午
後
１
時
～

２
時

定
員

40
人

参
加
費

５
０
０
円
（
お
茶
付
）

出
演

旭
堂
南
青
氏

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
募
集

中
各
講
座
１
回
の
み
無
料
体
験
可（
見

学
の
み
の
講
座
も
あ
り
）。
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

▽
み
ん
な
で
楽
し
く
♪
歌
声
く
ら
ぶ

童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
、
み
ん
な
で

歌
え
ば
、心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
晴
れ
や

か
。

日
時

第
１
・
３
金
曜
日
　
午
前
10

時
～
11
時
30
分

講
師

渡
邊
孝
子
氏（
日
本
音
楽
療
法

学
会
認
定
　
音
楽
療
法
士
）

▽
歌
お
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
＆
ポ
ッ
プ
ス

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
。シ

ャ
ン
ソ
ン
や
ポ
ッ
プ
ス
を
一
緒
に
歌

い
ま
せ
ん
か
。

日
時

第
２
・
４
土
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
　

講
師

岸
良
　
充
氏（
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手
）

<
共
通
事
項
>

受
講
料

３
か
月
ご
と
に
前
納
制（
３

か
月
６
回
分
　
９
７
２
０
円
）

夏
期
休
館
日

８
月
12
日
㈰
～
15
日

㈬
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あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

↑詳しくは
あすとホール
ホームページ

献
血
の
お
知
ら
せ

日時 8月7日㈫　午後6時（午後5時～9
時まで一般開放します。）
場所 陸上自衛隊信太山駐屯地（大阪府
和泉市伯太町官有地）
内容 盆踊り、太鼓演奏、音楽演奏、レ
ンジャー訓練展示、模擬売店など
問合 陸上自衛隊信太山駐屯地広報室
（☎41・0090）

「地域の想いをひとつに」を願って、予算
ゼロからみんなでつくってきたキャンド
ルナイト。盆踊りと同日開催！詳しくは

「第 7 回みんなでキャンナイ＆盆踊り」の
フェイスブックへ。
日時 ８月 18 日㈯　午後３時～10 時（小
雨決行）※雨天時は 19 日に開催
場所 助松公園
内容 キャンドルナイト、盆踊り、屋台、歌
やパフォーマンス演出
問合 助松公園夏祭り実行委員会（☎24・
7071）
キャンドルづくりワークショップ
＜目標は2,000個＞
日時　８月15日㈬、16日㈭、17日㈮　午
前10時～午後4時
場所 助松公園　公園会館
持物　500ml以上のペットボトル

日程 8月26日㈰　雨天決行
時間　午前7時45分集合、午前8時出発
集合場所 市役所西玄関前
定員　先着30人　　行先 和歌山県
コース 丹生都比売神社（参拝） ― 高野
山奥の院 ― 高野山宿坊（昼食） ― 金剛
峰寺・金剛・壇上伽藍 ― 市役所帰着（午
後5時30分ごろ）※このバスツアーは旅
行業者が取り扱う事業です。
参加費　大人8,000円、小人6,000円（昼
食付） 持物 雨具、水筒、運動靴
申込 8月12日㈰午前9時30分から総合体
育館（☎33・1200）へ
※申込受付日から６日以内は100％、10
日以内は50％返金。以降は返金不可。遅
刻で乗車出来なかったときも返金不可。
問合　市民歩こう会 權上（☎090・
5975・6925）

情報

Ivent  Information

㈫
7/8 陸上自衛隊信太山

駐屯地納涼大会

㈯
81/8 みんなでキャンナイ

っ！＆盆踊り

社
会
を
明
る
く
す
る
つ
ど
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」

個
人
事
業
税

弥
生
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

民
事
調
停
手
続
き
相
談
会

■「たち吉」商品展示
8 月 21 日㈫（予定）まで、関西国際空港第 1 ターミナルビル 3F 中央エ

スカレーター横展示スペースにて、「たち吉」の商品展示を行います。「たち
吉」は江戸時代に京都で創業した老舗和食器ブランドで、和食文化を支えて
います。今回は、南部鉄瓶や銅商品の急須・茶筒などをはじめ、ハローキテ
ィとの初のコラボレーション商品も展示されます。展示商品は同フロア「た
ち吉」店頭にてお買い求めいただけます。ぜひお立ち寄りください。

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　https://www.kansai-airport.or.jp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　https://www.kansai-airport.or.jp/

府
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
り
ん

く
う
タ
ウ
ン
分
室
の
業
務
終
了

ベ
ジ
た
ん
料
理
教
室

ごんがみ

㈰
62/8 比売神社と高野山奥の

院参拝バスツアー
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ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●市・府民税（普通徴収）…第2期分
●国民健康保険料

(普通徴収 )…………………8月分
●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………8月分

●介護保険料 (普通徴収 )……･･8 月分

▽
今
年
か
ら
、
公
務
員
試

験
対
策
が
「
ほ
ぼ
」
不
要

に
な
り
、
受
験
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
！
私
は
昨
年

受
験
し
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
、
も

う
１
年
経

た
ん
で
す
ね

。
こ

こ
を
読
ん
で
い
る
受
験
生
の
あ
な

た
！
頑
張

て
下
さ
い
ね
♡
（
森
）

▽
今
年
も
や

て
き
ま
し
た
、
ゆ
る

キ

ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
。
み
ん
な
に
愛

さ
れ
て
い
る
お
づ
み
ん
も
エ
ン
ト
リ

し
て
い
ま
す
。
11
月
９
日
ま
で
毎

日
投
票
で
き
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
お

づ
み
ん
に
投
票
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
目
指
せ
！
10
位
以
内
（
萬
）

▽
私
の
今
月
の
お
す
す
め
記
事
は
、

７
ペ

ジ
の
文
化
フ

ラ
ム
。
は

じ
め
て
の
親
子
対
象
の
ワ

ク
シ

プ
で
す
。
ど
ん
な
１
０
０
か
い
だ

て
の
い
え
が
で
き
る
か
、
今
か
ら
と

て
も
楽
し
み
。
申
し
込
み
は
、
８
月

８
日
㈬
ま
で
。
お
早
目
に
。
（
大
）

災害時などに、防災無線の内容を
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）

編集後記

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　 　
   　    

　　  　　　

　

  
  
 
にに

6650･32XAF5050･32☎館民公北●
0031･33XAF4671･33☎館民公南●
2346･23XAF2346･23☎ムーホ年少青労勤●
6681･02XAF1481･02☎館習学生弥根曽上池●
7544･13XAF5544･13☎館編織●
7730･13XAF2650･23☎館書図●
3537･33XAF0644･13☎ータンセ援支育教●
4928･12XAF4920･12☎

)ータンセルベ(ータンセ援支祉福・健保者齢高●
4931･32XAF0931･32☎ータンセ祉福合総●
5556･12XAF5556･12☎ンロサんじんに●

7109･42XAF6109･42☎
）ざらぷづお（ータンセ援支動活民市●

6508･23XAF2265･23☎院病立市●
1350･33XAF9110･12☎部本防消●
2140･12XAF1311･33☎所役市●

連
の
関
機
係
関
所
役
市

土

9

・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

スーコ

日曜集収
みご燃可

量量減減減量減量みみ減減ごご

ロ

s
み減量量に減減減量減量みみ減減ごご

プ

ptthLRU
0080XAF
1･0080☎
へータンセ
みご大粗

「。すで5270は番局外市の市津大泉

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　 　
   　    

　　  　　　

　

  
  
 

ンン

日
類

㈫

紙古どなのもとせ
・ンビ･ンカ

クッチスラプ装包器容
・ルトボトッペ

ガガロロススたたけけ向向

!

集収みご源資の月9

/

日52、㈫日11

㈬日62、㈬日21

㈬日62、㈬日21

㈫

向けたスローガン

日81、㈫日4

㈬日91、㈬日5

㈬日91、㈬日5

日曜月週毎

日曜木週毎

日曜金週毎

!トクェジロ

u-ustoimuzi-iados/moc.natnak-s//:s
)象対がどな者いが障覚聴に主(0035･005･0

)帯携(2258･32･5270☎・)料無料話通(0035･32
。いさだくみ込し申おでトッネータンイはくしも話電へ
込申話電みご大粗、は人の望希ごを)制料有(集収のみ

」源資ばれけ分、みごばれぜ混「

ウュジゴージ
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市で行っている市民相談一覧（無料）市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時からでひとり30分
間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
就労相談【要予約】　☎23・8689
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権くらしの相談課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分～午後 5時 15分まで行っています。
（日曜開庁は午前9時～午後 5時）

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）
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土木課からのお知らせ

旭町１号線の一部が一方通行規制になりました
　７月 27 日㈮より、旭町１号線の一部区間が、一方通
行に変更になりました。付近を通行する際は、ご注意
ください。
問合　土木課（市役所 2階 22 番窓口）
　　　または泉大津警察署　☎23・1234

泉大津市立駐車場の運営が変わります
　10 月１日より泉大津市立駐車場はタイムズ 24 株式
会社が運営事業者となります。
下記の変更内容をご確認ください。

営業時間：24 時間営業（24 時間入出庫が可能です）
駐車場料金：午前 7時～午後 9時　　30 分毎 200 円
　　　　　：午後 9時～午前 7時　　60 分毎 100 円
　　　　　・駐車後 24 時間最大料金 600 円
　　　　　・午後9時～午前7時までは最大料金400円
定期料金：1か月　1万円（税別）
　　　　　※24 時間入出庫可能
　なお、定期の販売は 9月 20 日から市立駐車場地下１
階事務所にて販売します。
問合　土木課（市役所 2階 22 番窓口）
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NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい子どもの

スナップです。

保
護
者
の

ひ
と
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と

平成 29年 3月生

こやま　ひなた
小山 陽向ちゃん

我が家のアイドル☆
パパとママに幸せな毎日を
ありがとう！　
　　　　　　　　（助松町）

元気でーす！

おおつっこ
期間：６月１日～８月 15日

公式インスタ開設記念

泉大津の夏を感じさせるバッチグー写真を募集！
「＃バッチグー泉大津」に加え、「＃2018夏」
をつけて投稿してね！

公式インスタ開設記念

泉大津の夏を感じさせるバッチグー写真を募集！
「＃バッチグー泉大津」に加え、「＃2018夏」
をつけて投稿してね！

問合　秘書広報課（市役所 4階）
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